予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
	事業名　岐阜県英語教育イノベーション戦略事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

教育委員会 学校支援課 教科教育係　電話番号：058-272-1111（内3549）

E-mail： c17782@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　30,170千円（前年度予算額：　33,800千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	33,800
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,800

	要求額
	30,170
	2,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	27,670

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化が急速に進展するなか、外国語による実践的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力や多様な文化への理解と適応力を身に付け、国際的に活躍できる「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材」の育成が求められている。しかし、授業においては、自らの考えや意見を発信できる態度や実践的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力等の育成のための取組は十分ではなく、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成に向けた教育を抜本的に強化する必要がある。
（２）事業内容

Ⅰ　小中高連携　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力育成支援ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾌﾟﾗﾝ

・実践拠点校による調査研究及び成果普及
・中高一貫を志向した学習到達目標の作成
・英語教員対象の研究会の開催

・世界標準外部検定試験による英語力の把握・分析　等

Ⅱ　ふるさと岐阜を世界に発信! プラン

・岐阜県を題材とした英語副教材の印刷、配布

・小学生を対象とした「英語でふるさと自慢・わくわくﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」の開催

Ⅲ　清流ぎふっこ　Open the door to the World! プラン

・県内の中・高校生を対象とした英語ｽﾋﾟｰﾁ大会、県内高校生を対象とした英語ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝ大会及びﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝ講習会の開催

・ＡＬＴの専門性を生かした海外留学模擬体験、留学生や外部講師等による異文化理解等についての講演、高校生英語ｷｬﾝﾌﾟの開催

（３）県負担・補助率の考え方

・国の指定校に係るは経費は国１０／１０。その他は教育ﾋﾞｼﾞｮﾝの重要な施策として位置付け。
（４）類似事業の有無
・無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	1,976
	講師謝金等、コンテスト審査員謝金など

	旅費
	5,225
	講師旅費、審査員旅費、研究委員等旅費など

	消耗品費
	1,054
	スピーチコンテスト雑費、英語キャンプ雑費など

	印刷製本費
	10,311
	ふるさと英語副教材の印刷

	役務費
	7,122
	外部検定試験料、郵便、宅配料金など

	委託料
	3,900
	拠点校委託、わくわくワークショップ

	使用料
	510
	スピーチコンテスト会場費など

	その他
	72
	スピーチコンテスト参加負担金など

	合計
	30,170
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・第２次岐阜県教育ビジョン

基本目標１　確かな学力の育成と多様なニーズに対応した教育の推進
（３）グローバル社会で活躍できる人材の育成
取り組むべき主な施策

①グローバル化に対応した教育の推進

②外国語によるコミュニケーション能力の向上を図る教育の推進
（２）国・他県の状況

・文部科学省平成27年度概算要求「小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業」等
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
平成３０年度までに、生徒の英語力の向上を図り、下記水準を目指す。
　　卒業時に英検３級以上相当の英語力を有する生徒の割合　　50.0％

　　卒業時に英検準２級以上相当の英語力を有する生徒の割合　50.0％


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	英検３級以上相当の英語力の中学生
	28.0％
（H24）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	50.0%

（H30）
	％


	英検準２級以上相当の英語力の高校生
	23.0％
（H24）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	50.0%

（H30）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

・県内６地区にて小中高校を拠点校に指定し、小中高連携による英語教育の実践研究を実施

・小中高英語拠点校対象　英語授業改善ワークショップ（8月8日・21日）

・ふるさと岐阜の英語副教材を作成し、小学６年生と中学２年生に配布
・英語でふるさと自慢・わくわくワークショップ（8月5日 長良川うかいミュージアム 小学生29名、8月6日 美濃和紙会館 小学生22名）

・中学校スピーチコンテスト県大会・地区大会（8月～9月、約550名）

・高等学校スピーチコンテスト県大会・地区大会（9月～10月、約170名）

・高校生英語キャンプ（11月8日・9日、18校・52名）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　小中高校の各課題に応じて様々な取組みがなされ、課題解決に向けて、校種間の縦横のつながりが活性化しつつある。複数年の取組みを経て、英語教育の革新を目指す。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	グローバル化が急速に進展する中、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積極性、異文化を理解する力などを身に付け、様々な分野で活躍できる「グローバル人材」の育成が求められている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	小中高の英語の課題に対して、様々な取組がなされ、課題解決に向けて、小中高の縦横のつながりの活性化しつつある。複数年の取組を経て、小中高の一貫した英語教育改革及びグローバル人材育成の推進が期待される。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	小中高英語拠点校区連絡協議会、小中高英語拠点校対象英語授業改善ワークショップ等の取組を通じ、事業が効率的に推進されている。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・事業１年目で小中高の個々の拠点校の英語教育改革に重点が置かれ、拠点校の縦横のつながりは少しずつ構築されつつある。今後、県全体への充分な普及、共有化を促す取組をする必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・事業の成果をあげるためには、複数年の継続が必要である。

・県内全体の小中高の英語教育の改革につなげることができるように、各拠点校の事業の普及、共有化、内容の発展・充実に取り組む。
・拠点校の活動を見直すとともに、英語教育に関する実践事例や検証データを累積し、グローバル人材の育成を更に推進する。


